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[はじめに] 

オプトジェネティクスはチャネルロドプシン

2(ChR2)等の光感受性タンパクを遺伝子操作によ

り生体細胞に導入して光反応性を付与する技術

であり、脳機能を解明するツールとして注目され

ている。 

我々は、CMOS集積回路技術を用いて、オプト

ジェネティクスに応用可能なマルチモーダル脳

刺激・計測デバイスを提案してきた[1]。今回、

CMOS チップ搭載神経インターフェイスデバイ

スを 2 次元的に配置した広範囲対応型マルチモ

ーダル脳刺・激計測デバイスを提案する。 

[デバイスの概要] 

以下に提案するデバイスのイメージを示す。 

 
Fig. 1 Image design of the device 

 

このデバイスは、CMOSマルチチャンネル入出

力チップを搭載した六角形の神経インターフェ

イスデバイスを、フレキシブル配線で 2次元的に

結合した構造となっている。六角形デバイスには、

電気による神経刺激・計測電極の他、オプトジェ

ネティクス用 LED 光源を搭載する。光計測機能

は CMOS チップに搭載した光計測回路を利用し

て実現する。Fig. 2 にチップのブロック図を示す。 

 
Fig. 2 Block diagram of the CMOS chip 

CLK 入力にパルスを入れることで、接続した

LED もしくは電極に順次アクセスできるように

なっている。今回設計したチップは最大 18 チャ

ンネル制御できる。また、チップには神経信号計

測のアンプ及び動作状態確認のための信号出力

機能も搭載している。Fig. 3 にチップレイアウト、

Table. 1 にチップの諸元を示す。 

 
Fig. 3 Layout of chip 

 

Table.1 Specifications of CMOS image sensor 

process 0.35 μm, 2-poly, 4-metal 

standard CMOS 

CMOS chip size 1700 μm×1700 μm 

Number of channels 18 

Number of optical sensor 1 

Light detection circuit 3-Tr Active pixel sensor 

Source voltage 5 V 

[今後の予定] 

 今後このチップの動作評価と図 1 のデバイス

構造への実装を進めていく。 
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